
　昨年１０月１２日に上陸し、全国で大きな被害をもたらした台風１９号の発生から３か月が経

過します。各地で災害ボランティアセンターが立ち上がり、復興に向けて住民やボランティアな

どが協力して活動を行っています。被災地の復興は、住民の生活再建のためにも急務です。みなさ

まも災害ボランティア活動を行い、被災地の力になりませんか？

　特集ページでは、ボランティアが実際に長野県長野市で行った活動を紹介します。

※被災地に掲示された思いやりの言葉※被災地に掲示された思いやりの言葉

ボランティアも
心が温まるね！

ハートン

安城市社協基本理念
「住民一人ひとりが主役の福祉のまちづくり」
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長野市へ災害ボランティア活動に
行ってきました

特 集

あんじょう 社協だより
         '20 　1/15－ 1 －



長野市へ災害ボランティア活動に行ってきました長野市へ災害ボランティア活動に行ってきました長野市へ災害ボランティア活動に行ってきました長野市へ災害ボランティア活動に行ってきました

担当者のひとこと
　午前０時出発で同日の午後１１時帰着というハードなスケジュールでしたが、おかげさまで参加者
全員が事故やケガ無く活動を終了することができました。参加者は被災者の声に耳を傾けながら、一
生懸命活動をされていました。被災者にとってボランティアは、復興のための作業だけでなく、心を
癒す存在でもあります。安城市社協は今後も継続して災害ボランティア活動を支援していきます。参
加されたみなさま、本当にお疲れさまでした。  ※食費や入浴料などは参加者の自己負担です。

　安城市社協では、１２月７日 ( 土 ) に長野県長野市へ災害ボランティアバスを運行しました。当日は被
災地の復興に協力したいと市内外から３５名の参加者が集まりました。今回の特集では、被災地でのボラ
ンティア活動の様子を報告します。

午前０時　集合＆出発午前０時　集合＆出発 ( 総合福祉センター )
　集合時間は日付が変わった午前０時。災害ボランティア活動のために身体を休めてきた
人もいれば、仕事終わりに駆け付けた人もいました。

午前７時　朝食午前７時　朝食 ( 高速道路 長野県内サービスエリアにて )

午前９時～午後３時　受付＆活動午前９時～午後３時　受付＆活動 ( 昼食・休憩含む )

午後１１時　帰着午後１１時　帰着  ( 総合福祉センター )
安城市へ戻ってきた時間は午後１１時。お疲れさまでした！

▲受付をして活動場所へ向かいます

▼被災者のお話を伺いながら活動しています

▲土砂で汚れてしまったリンゴ収穫かごをきれいに！

▲庭にたまった土砂を片付けます

▲活動前に現地の災害ボランティアセ
　ンター職員から注意事項を聞きます

午後５時　入浴＆夕食午後５時　入浴＆夕食  ( 長野県内の銭湯にて )
　長野県内の施設で入浴と夕食。１日の災害ボランティ
ア活動で疲れた身体を温泉で癒しました。

▲参加者のみなさま

現地ではこんな活動をしました！
・宅地の泥の片付け　・リンゴ収穫かごの洗浄
・畑や庭の泥出し　・植木の泥払い

～災害ボランティア活動 １日の流れ～

～ 活動の様子と参加者の感想 ～～ 活動の様子と参加者の感想 ～～ 活動の様子と参加者の感想 ～

<参加者の感想>
・テレビで見ていた状況と実際に現地に行って感じることは全

然違いました。たった一日、数時間の活動でしたが、少しで
もお役に立てていたら嬉しいです。（２０代・女性）

・被災者が明るく対応してくれ、浸水時の様子を聞きながら活
動することができた。今後も参加したい。（６０代・男性）

・災害が起こるたびに、何かをやらなければと思いながら何もできずに
いましたが、今回のボランティアバスは行動を起こす良いきっかけに
なりました。（５０代・女性）

・被災地のことがよくわかり大変勉強になりました。参加させていただ
きありがとうございました。（３０代・男性）

・ニーズにどれくらい応えることができるかなと感じていましたが、作業
前よりきれいに整った庭を見てよかったと思いました。（４０代・女性）

災害ボランティア活動をするうえで知っておいてほしいこと災害ボランティア活動をするうえで知っておいてほしいこと
必要なものは出発前に準備をしましょう
スコップなどの道具やボランティア保険の加入は出発前に
準備しましょう。被災地の負担を減らすことができます。

被災地ボランティア活動給付金制度や災害ボランティア車両の高速道路無料措置があります
災害ボランティアを支援する制度があります。対象地域や申請方法を事前に調べてから現地に向かいましょう。

被災者への配慮をお願いします
災害によって被災者が使っていた物や思い出の品が流され、処分せざるを得ない状況です。被災者は大変辛
い状況にあるので、言動には気をつけましょう。

事前にボランティアの受け入れ状況を調べましょう
「全社協　被災地支援・災害ボランティア情報」と検
索して情報収集を行いましょう。

わからないことは安城市社協まで！！
　安城市社協では、災害ボランティア活動をしたいと考えている人の相談や活動に関する情報提供を行っ
ています。お気軽にご相談ください。

問い合わせ：安城市ボランティアセンター（☎７７－２９４５）

「ONE NAGANO」はみんなで復興に
取り組もう！！という合言葉です

　今回は長野市の穂保地区にあるりんごサテライト
周辺でのボランティア活動を行いました。被災者の
声を聞き、復興のために活動しました。

ほ  やす

わからないことは安城市社協まで！！

あんじょう 社協だより
         '20 　1/15 　－ 2 －

名称（場所） 子ども生活相談（総合福祉センター） 障害者更生相談（総合福祉センター）
日　　時 2月8日(土)、22日(土) 午後1時30分・3時(１日２回) 2月13日(木) 午後1時～4時
対　　象 子どもの生活や発達上の悩みごとのある人 市内在住の身体障がいのある人・知的障がいのある人および介護者

予　　約 予約期間⇒各相談希望日の前々日まで(要予約・先着各1名)
予約受付⇒午前8時30分～午後5時15分

予約期間⇒各相談希望日の前々日まで(要予約・先着6名)
予約受付⇒午前8時30分～午後5時15分

問い合わせ 地域福祉係　☎77-7889 総合福祉センター　☎77-7888

２月の相談窓口



長野市へ災害ボランティア活動に行ってきました長野市へ災害ボランティア活動に行ってきました長野市へ災害ボランティア活動に行ってきました長野市へ災害ボランティア活動に行ってきました

担当者のひとこと
　午前０時出発で同日の午後１１時帰着というハードなスケジュールでしたが、おかげさまで参加者
全員が事故やケガ無く活動を終了することができました。参加者は被災者の声に耳を傾けながら、一
生懸命活動をされていました。被災者にとってボランティアは、復興のための作業だけでなく、心を
癒す存在でもあります。安城市社協は今後も継続して災害ボランティア活動を支援していきます。参
加されたみなさま、本当にお疲れさまでした。  ※食費や入浴料などは参加者の自己負担です。

　安城市社協では、１２月７日 ( 土 ) に長野県長野市へ災害ボランティアバスを運行しました。当日は被
災地の復興に協力したいと市内外から３５名の参加者が集まりました。今回の特集では、被災地でのボラ
ンティア活動の様子を報告します。

午前０時　集合＆出発午前０時　集合＆出発 ( 総合福祉センター )
　集合時間は日付が変わった午前０時。災害ボランティア活動のために身体を休めてきた
人もいれば、仕事終わりに駆け付けた人もいました。

午前７時　朝食午前７時　朝食 ( 高速道路 長野県内サービスエリアにて )

午前９時～午後３時　受付＆活動午前９時～午後３時　受付＆活動 ( 昼食・休憩含む )

午後１１時　帰着午後１１時　帰着  ( 総合福祉センター )
安城市へ戻ってきた時間は午後１１時。お疲れさまでした！

▲受付をして活動場所へ向かいます

▼被災者のお話を伺いながら活動しています

▲土砂で汚れてしまったリンゴ収穫かごをきれいに！

▲庭にたまった土砂を片付けます

▲活動前に現地の災害ボランティアセ
　ンター職員から注意事項を聞きます

午後５時　入浴＆夕食午後５時　入浴＆夕食  ( 長野県内の銭湯にて )
　長野県内の施設で入浴と夕食。１日の災害ボランティ
ア活動で疲れた身体を温泉で癒しました。

▲参加者のみなさま

現地ではこんな活動をしました！
・宅地の泥の片付け　・リンゴ収穫かごの洗浄
・畑や庭の泥出し　・植木の泥払い

～災害ボランティア活動 １日の流れ～

～ 活動の様子と参加者の感想 ～～ 活動の様子と参加者の感想 ～～ 活動の様子と参加者の感想 ～

<参加者の感想>
・テレビで見ていた状況と実際に現地に行って感じることは全

然違いました。たった一日、数時間の活動でしたが、少しで
もお役に立てていたら嬉しいです。（２０代・女性）

・被災者が明るく対応してくれ、浸水時の様子を聞きながら活
動することができた。今後も参加したい。（６０代・男性）

・災害が起こるたびに、何かをやらなければと思いながら何もできずに
いましたが、今回のボランティアバスは行動を起こす良いきっかけに
なりました。（５０代・女性）

・被災地のことがよくわかり大変勉強になりました。参加させていただ
きありがとうございました。（３０代・男性）

・ニーズにどれくらい応えることができるかなと感じていましたが、作業
前よりきれいに整った庭を見てよかったと思いました。（４０代・女性）

災害ボランティア活動をするうえで知っておいてほしいこと災害ボランティア活動をするうえで知っておいてほしいこと
必要なものは出発前に準備をしましょう
スコップなどの道具やボランティア保険の加入は出発前に
準備しましょう。被災地の負担を減らすことができます。

被災地ボランティア活動給付金制度や災害ボランティア車両の高速道路無料措置があります
災害ボランティアを支援する制度があります。対象地域や申請方法を事前に調べてから現地に向かいましょう。

被災者への配慮をお願いします
災害によって被災者が使っていた物や思い出の品が流され、処分せざるを得ない状況です。被災者は大変辛
い状況にあるので、言動には気をつけましょう。

事前にボランティアの受け入れ状況を調べましょう
「全社協　被災地支援・災害ボランティア情報」と検
索して情報収集を行いましょう。

わからないことは安城市社協まで！！
　安城市社協では、災害ボランティア活動をしたいと考えている人の相談や活動に関する情報提供を行っ
ています。お気軽にご相談ください。

問い合わせ：安城市ボランティアセンター（☎７７－２９４５）

「ONE NAGANO」はみんなで復興に
取り組もう！！という合言葉です

　今回は長野市の穂保地区にあるりんごサテライト
周辺でのボランティア活動を行いました。被災者の
声を聞き、復興のために活動しました。

ほ  やす

わからないことは安城市社協まで！！

あんじょう 社協だより
         '20 　1/15－ 3 －

名称（場所） ボランティア相談（社会福祉会館） 心配ごと相談（総合福祉センター）
日　　時 毎週(火)～(土) 午前9時～正午　午後1時～5時 毎週(火)～(土) 午後1時30分～4時※２月11日㈫は除く
対　　象 ボランティア活動をしてみたい人・してほしい人、団体 市内在住の人

予　　約 予約不要 予約不要

問い合わせ 安城市ボランティアセンター　☎77-2945 地域福祉係　☎77-7889

２月の相談窓口
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介
護
者
の
つ
ど
い

問い合わせ
安祥福祉センター
☎７３－５７５７

北部福祉センター
☎９７－５０００

中部福祉センター
☎７６－００９０

桜井福祉センター
☎９９－７３６５

安城市ボランティアセンター
☎７７－２９４５

場　　所

安祥福祉センター　会議室

北部福祉センター　ホール

中部福祉センター　教養娯楽室

桜井福祉センター　多目的室１

社会福祉会館　集会室

日　　時
２月７日（金）
午後１時３０分～３時

２月８日（土）
午後１時３０分～３時

２月１２日（水）
午前１０時～１１時３０分

２月２２日（土）
午前１０時～１１時３０分

２月１日（土）
午後１時３０分～４時

介護者のつどい

介護者おしゃべりサロン

※介護者おしゃべりサロンは当事者による自主グループです。

自転車と車いすの再生をおこなう事業所です

お問い合わせ
引き取り依頼は

0566-77-2330

処分したい自転車・車いすありませんか︖
こわれていてもOK!　お電話一本でひきとりに行きます！

↑スマホからは
24時間受付けます！

（対象エリア：安城, 知立,刈谷市内と岡崎,豊田市の一部）

古物商：愛知県公安委員会543831302400 愛知県安城市東新町９番地25　　tel: 0566-57-2084

自転車・車いす 無料ひきとり 広 
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公
民
館
利
用
者
▽
岩
間
ひ
ろ
み
▽
竹
内

孝
税
理
士
事
務
所
▽
横
山
眞
司
▽
中
部
公
民

館
利
用
者
▽
匿
名

■
令
和
元
年
台
風
第
15
号
千
葉
県
災
害
義
援
金

鈴
木
茂

■
令
和
元
年
台
風
第
1９
号
災
害
義
援
金

近
藤
義
行
▽
和
泉
町
内
会
▽
デ
ン
ソ
ー
安
城

製
作
所
部
次
課
長
会
▽
明
祥
プ
ラ
ザ
ま
つ
り

来
場
者
▽
植
村
美
鈴
▽
鈴
木
茂
▽
今
村
楽
寿

会
役
員
一
同
▽
（
公
社
）
安
城
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
▽
ダ
ン
ス
仲
間
乱
舞
代
表
沓

名
輝
明

あんじょう 社協だより
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■日
期
間
・
日
時　

■場
場
所　

■内
内
容　

■講
講
師
・
指
導　

■対
対
象
・
資
格　

■定
定
員
・
募
集
人
数　

■￥
費
用
・
受
講
料
等

　
■持
持
ち
物　

■申
申
込
方
法
等　

■問
問
い
合
わ
せ
先　

■他
そ
の
他　
　

※
「
■対
ど
な
た
で
も　

■定
特
に
な
し　

■￥
無
料
」
の
場
合
は
記
載
を
省
略

安
城
市
社
協
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://www.anjo-syakyo.or.jp/

赤い羽根共同募金へのご協力ありがとうございまし
た。新生活応援祝品贈呈事業など、安城市の福祉の
ために活用させていただきます。


